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○田原直樹 それでは改めまして、よろしく

お願い申し上げます。 

 まず、このパネルディスカッションの位置

づけと言いますか、ねらいを簡単に触れさせ

ていただきますが、本日のこのチラシにあり

ますように、第１部、第２部を含めての全体

が「未来につなぐ姫路らしい景観」というこ

とで、きょう、冒頭に黒川副市長の御挨拶の

中で触れられましたように、姫路の魅力を高

めるためにどのように取り組めばいいか、そ

れを市民の皆様と一緒に考えたいということ

でございます。 

 もちろん、非常に短い間ですので、ここで

それについて深い議論をするところまではな

かなかいかないと思うんですが、やはりそれ

ぞれの姫路の魅力のために考える糸口を提供

するのが本日の狙いと言ってもいいのではな

いかと思います。 

 第２部のパネルディスカッションの中では、

「姫路城を活かしたまちづくり」ということ

で、特に、きょうは景観が前面に出ておりま

すけれども、景観というのは非常に大きな概

念でありまして、私の専門的な分野では、景

観というのは基本的に目で見える部分のこと

を言うんですけれども、狭い意味では。しか

し、それを成立させてる全てのものを含むの

が、実は景観だ。景観の中にそういうものが

全部含まれる。それを先ほどの御講演の中で、

永田館長は、暮らしですとか、営みですとか

が大切だとおっしゃって、まさにその大切さ

について触れられたと思うんですけれども、

そういうものでございます。 

 したがいまして、大切な姫路の景観、姫路

の魅力、その景観を考えるときに、まちづく

りをどうすればいいかということも含めて考

えていこうというのが、このパネルディスカ

ッションのねらいでありますけれども、先ほ

ど申し上げましたように非常に大きな話です

ので、きょうはその糸口をつかんで帰ってい

ただければと思います。 

 前置きはそれぐらいにしまして、何しろき

ょうはパネルディスカッション、３人のパネ

リストの方で時間が45分しかないという。し

たがいまして、フロアからの御質問は到底無

理だろうと思うのですけれども、この３人の

方々の御意見をとにかく引き出していきたい

と思います。 

 まず最初に、姫路の景観の現状、「姫路城

を活かしたまちづくり」ということですけれ

ども、その現状がどういうものかということ

から入りたいと思います。 

 聞くところによりますと、松坂事務局長は、

姫路にお越しになったのが初めてということ

ですけど、そうなんでしょうか。それは信じ

がたい話ですけれども、私が事前に事務局か

ら提供された情報によるとそういう話で。と

すれば、なかなかそれも希少価値があるよう

な気がするんですが、初めてでなくてもいい
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んですが、外からの目が非常に大切だという

のは、先ほど質疑応答の中にも出てきたとお

りです。 

姫路の印象をまず伺いたいと思うのですけ

れども、まずは５分程度でおまとめいただけ

ますと、ありがたく存じます。 

それから、個人的には、松坂事務局長は、

地域文化創生本部という、何となくわかるん

だけど、よく考えるとちょっとわからないな

というようなところにおられますので、簡単

にそこも含めて自己紹介も兼ねていただけれ

ばと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○松坂浩史 ありがとうございます。初めて

姫路に参りました。前は何度も新幹線で通っ

てるんですけど、いつかおりようと思ってい

るうちに、つい50年もたってしまいました。 

 きょう初めて見てみて、何しろ駅からの景

観が本当にすばらしいなと思いました。新幹

線からもちろんいつも見てましたけれども、

駅をおりてお聞きすると、駅前がすごく広々

してて、バリアフリーも整っていて、見ても

美しいですし、歩いてもいい駅前になってる

なと、まず感じました。 

 私よく申し上げるんですけれど、日本で唯

一の世界遺産にして国宝城郭、新幹線からも

歩いていけるという、日本の中ではまれにみ

るポジションにあるんだなと思ってます。 

 どうしても市域が大きいですからいろいろ

な景観があると思いますけれども、やっぱり

これだけの資源をもっと活用していく必要は

本当にあると思います。今でも十分活用され

てると思いますけれど、もっと活用していき

たいなと思います。 

 地域文化創生本部ですけれども、今御説明

の中にありましたように、実は、私たちの地

域文化創生本部の大きなテーマは、「観光」

と「暮らしの文化」の２本立てになってまし

て、観光はまさに資源を有効に活用していこ

うということであります。いろいろなものが

日本にありますけれども、文化庁ですから修

理に異常な執念を持っておりますので、きれ

いに直して、このまま誰も来てくれなかった

らいいのにと言った人がいるんですけど、こ

んなにきれいにしたのだから誰にもさわらせ

たくないとかいう精神が根付いてますけれど

も、そうじゃなくて、せっかく大事なものな

ので、みんなに見てもらって、この魅力をみ

んなに語ってもらえるように、どうやって見

てもらうのか、どうやって楽しんでもらうの

か、それは多言語的なものもそうですし、時

間帯とか、季節を変えてとか、最近のメディ

アなんかも使って、ＶＲ・ＡＲも使ってと、

そういうようなことを地域文化創生本部の中

では考えてます。 

 もう一つは、基調講演の中でもあったと思

いますけど、景観には暮らしが含まれるとい

う。文化庁のこれまでの仕事は、きれいに町

をつくって、静かな町ができ上がって、おし

まいというようなことではいけないと思って

ます。 

 伝統的建造物群も、きれいな町並みを残す

のですけど、結果的には、それまであった生

活がどんどん外に排除されちゃうということ

じゃなくて、汚くてもとは言いませんけれど

も、ふだんの生活の中の雑然としたものが残

ってるものこそ景観だろうと思ってますので、

生きている文化財、文化財と言うと急に冷凍

保存感がありますけれども、生きてる状態の

まま、変化することも含めて文化的な資源だ

と考えてます。 

 文化庁も、これまで文化財と言ってました

けど、10月に組織変えをして文化資源活用課

ができました。ここで文化資源という名前に

したのが、一つのテーマかなと思っています。

無形のものとか、変わりつつあるものも含め

て文化的な資源だということでやりたいと思

います。 

 とは言っても、文化庁、別に人間が変わっ

てるわけではありませんので、心の中は余り

変わってませんが、これから時間をかけて文

化資源の活用が進んでいったらいいなと思い
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ます。 

 ありがとうございます。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 次は永田館長にお聞きしたいと思うんです

けれども、姫路の景観の現状、先ほどは、ど

ちらかというと姫路の魅力を中心に触れてい

ただいたんですけれども、現状を考えますと

いろんな課題もあろうかと思うんです。 

 永田館長は姫路に精通してるというよりも

複眼的な目で姫路をごらんになれる方だと思

いますので、そういう観点で姫路の景観の現

状について語っていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

○永田 萠 先ほどからお話も随分させてい

ただいたんですが、何と言ってもお城ですよ

ね。お城の存在の大きさ、私も本当に日本中

いろんなところで、お仕事もあって旅行もし

ておりますが、各地にお城はあります。天守

閣はありますが、これほど両翼、左右に広が

る風景はまさに姫路城だけだと思うんです。 

 その巨大さが、逆になかなか生かし切れて

いないという気がいたします。例えば、美術

館、今改修中ですので裏側から出入りするん

ですが、実は美術館とお城の間に当然お掘り

があるんですが、そのお掘りの四季が本当に

美しいんです。石垣に木が生えてるんですけ

ど、それが、春は新緑で、今は紅葉です。水

はいつもきれいです。そのまま道をお掘りに

沿っていくと、どこまでもお城の周辺を歩く

ことができるんです。でも、そのエリアは全

く人の暮らしのエリアではないわけです。 

 ですから、人の暮らしが文化財と余り近す

ぎてもいけないんですが、姫路の場合は余り

にもちょっと距離があるのが、もう少し、別

にそこで暮らさなくていいんですが、もうち

ょっと日常的に市民の方がお城のせっかくの

広さを楽しむような、例えば、祝日とか土日

なんか、美術館の庭では何かを必ずやってい

るとか、もう少しそういうことを私の美術館

もしないといけないなと考えております。 

 ですから、お城が見事で立派すぎるゆえに、

それで事足りてしまっているのではないかな

というのが、やや辛口の見方を言いますと、

そんな気がいたします。もっと活用というに

は巨大すぎますが、もっとその魅力のお裾分

けをみんなでしたいなと思うのです。 

 以上でございます。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 お二人とも共通してる部分があるだろうと

思います。姫路城という大変大きな景観資源

があるわけですけれども、その資源をもっと

活用していくべきだという御意見については、

外から見ても、あるいは中側の人間について

も共通の認識ではないかと思うんですけれど

も、そういう御意見も少し踏まえまして、石

見市長には、景観の向上が都市の価値を高め

る時代に我々おりますので、さらにその価値

を高めていくために、どういう取り組みをや

ってきて、どういう課題があって、どういう

解決の方向性があるだろうか。特に解決の方

向性については２巡目に少し詳しく語ってい

ただくとしまして、その辺の現在についてち

ょっと語っていただけたらと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○石見利勝 ありがとうございます。 

 姫路市にはお城があるということで、これ

が物すごく大事ですけども、私がまちづくり

をするときは、先祖がこんなすごいものを残

してくれたけど、21世紀の我々は、じゃあ何

を残すのやと。これから500年先の市民が姫路

市を見たときに、我々の21世紀の市民が何を

やったか。これも残さないかんやろうという

ことが一つありまして、駅の周辺や大手前通

りの計画のときに、近代和風という概念で今

やっております。 

 要するに、和風は大事にするけども、近代

性のあるもの、21世紀の我々の意図のあるも

のを一つ考えております。 

 もう一つは、永田先生の絵なども見ても、

絵はわかるけど、その背後に詩があるんです

ね。この見えないものに価値がある。サン=テ

グジュペリの「星の王子さま、大切なものは



－20－ 

目に見えない」という、やはりお城を見たと

きに、それを市民がどんなに楽しんでいるか、

市民のみんながどれぐらい価値を見出してる

か、そういう形としてお城がある。町として

町があるけども、そこに市民が、そこでどう

いう営みをしているか。特に大手前通りなん

かは、やはり、おじいちゃんが孫を連れて散

歩して、途中でコーヒーを飲むと。買い物客

がいっぱい歩いて、お城を振り返りながら買

い物をするという市民の営みがあってこその

景観やろうと。 

 だから、道だけあって、お城はありがたい

けど、お城だけあっての景観ではないと。や

はり、そこに市民がいて、今見えないけど、

ここに市民がいて、いろんな営みをするとい

うことが景観であると。それが我々の宝であ

ると。 

 フランスのサンジェリゼなんかも、道に、

ずっとみんながコーヒーを飲んで楽しんでお

ると、あの姿ってやっぱりいいですね。大手

前通りも、あちこちにオープンカフェのコー

ナーをつくっておるんですけども、これから

市民がいろんな営みをしてくれることが景観

計画の重要な。ただ、もう一つ、やはり我々

としては、先祖が残してくれたこのお城とい

う重要な資源を、我々がいかに大切にしてる

かということもやっぱり心としてはあらわし

たいと。 

 普通、都市計画法、建築基準法という法律

がありまして、ここまでは14メートル、ここ

までは21メートル、高さは90メートルと数値

が決まってるんです。それを姫路市が、それ

１回外せと。お城の高さに合わせて決めてい

こうやないかと。 

今、お城の高さで言いますと、備前丸の下

が45メートルです。それから、石垣が60.5メ

ートル、一番高い天守閣が92メートル、これ

に合わせた高さ制限を、全部お城の高さに合

わせて制限を今つくりかえてまして、今年度

中に、それで姫路の都市計画は、一般に言う

全国一律の都市計画法、建築基準法とはちょ

っと違う。お城に合わせた高さ制限をやって

るという形で、今度応用していくことにして

おります。 

 我々が御先祖に感謝をしながら、未来の市

民がさらにその気持ちを強めていける姫路と

いうことで頑張ってまいりたいということで。

ちょっと具体性に欠けますが。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 姫路の景観の現状について語るには、少し

言葉が足りない部分もあると思うのですけれ

ども、まずは、かなり共通する御意見が聞か

れたのではないかと思います。 

 それは、先ほどの基調講演の中でもありま

したけれども、結局人の営みというもの。そ

れは必ずしも松坂事務局長が語っておられな

かったんですけれども、例えば、文化財が人

に与えてくれる力を生かすというのは、結局、

物だけを相手にしてるのではなくて、結局人

であるということは、３人のパネリストの方

に共通した認識だと思うんです。 

そういう観点から、もう少し、じゃあこれ

から何をどういうふうに考えていったらいい

んだろうか、これから何をまちづくりとして

やっていったらいいんだろうか、そこの部分

に少し踏み込みたいと思います。 

まずは、基調講演の中で、先ほど質疑応答

がありまして、その中で、後で言おうと思っ

てたんだけどとおっしゃったカフェの話、そ

れから、先ほど一巡目に、市民が日常的にも

っと楽しむ工夫が必要ではないかと言ってお

られたんですけども、特に市立美術館周辺を

念頭に置いていただいてもいいと思うんです

けれども、姫路城、今後どうしていったらい

いんだろうかということに、御提案も含めて

御意見を頂戴できればと思います。 

もちろん、姫路城周辺に限定せずに話を広

げていただいても結構でございますので、要

は、これから「お城を活かしたまちづくり」

をやっていく上で、どういうことをやってい

ったらいいのか、そのヒントになるような話

をお願いできればと思います。よろしくお願
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いいたします。 

永田館長にお願いいたします。 

○永田 萠 先ほど御質問を頂戴して、まだ

まだ、観光客の方が姫路城にたくさん見える

のに、お城に登って、おりて、帰ってしまわ

れる。あれだけの広い周辺を持っているのに、

もったいないというお話がありまして、やっ

ぱりそれは例えば、周辺施設の一つである当

美術館も吸引力を今持っていないという御指

摘だと思いました。もちろん美術館としての

美術は見ていただけるのですが、それだけで

は、お城を十分歩き回った後、もう一回広い

美術館を歩いてくれというのは、なかなかお

疲れですから、やっぱり、休憩点であり、中

継点である一休みする場所が絶対にお城周辺

に必要だろうと思っています。 

 そこで元気を回復して、また、もう１回お

城に登っていただくのもいいでしょうが、や

っぱり２大要素であるミュージアムカフェと

ミュージアムショップは、これからの美術館

が供えておかなければいけない、入館者の方

への果たさなければいけない約束のようなも

のだと思っておりますので、私は美術館館長

ですからどうしても美術館の話になるのです

が、広い姫路城周辺も、姫路市内の、例えば、

子供さんたちで考えますと、近隣の小学校の

人たちには日常的な親しめる場所だと思うの

ですが、姫路市は本当に広い市ですので、文

化的な象徴である姫路城周辺を楽しむという

意味では、個人のおうちのお父さんお母さん

に車に乗せてもらってやってくる方法しかな

かなかないと思うんですが、もうちょっとア

ートを絡めて、お城の歴史もそうですし、い

ろんな学びを含めて、アートバスと言われる

ような美術館と学校を結ぶようなバスをつく

りたいと思っているんです。 

そのバスという足があれば、小さい人たち

にも、例えば、半日、美術館やお城周辺を楽

しむというか、学ぶことができますので、や

っぱり周辺の人たちには十分満たされる要素

ですが、もうちょっと遠いところの人たち、

子供さんたちをどうするかというときに、少

し積極的に美術館もこういうワークショップ

をしますから、そして、アートバスを、手を

上げていただいたら、派遣しますから来ませ

んかというような、こちらからの積極的な姿

勢をまず見せることが大事で、来てくれたら

いいなというようなことではだめだろうなと

思っています。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 続きまして、松坂事務局長にお尋ねしたい

んですけれども、姫路城があることは姫路に

とっての大変な強みであり資産であることは

間違いないんですけれど、一方、姫路城は文

化財として、先ほど石見市長も言っておられ

ましたけれども、やっぱり後世の人に対して、

ちゃんと、きちっと保存する必要ももちろん

ございます。 

 やっぱり文化財保護というのは、いろんな

制約をもたらすところもあった。特に、過去

にはそういう部分があったのも確かではない

かと私個人的にも思っておりまして、そうい

う意味で、今新たな方向を模索されていると

最初におっしゃっていただいたのが非常に興

味深いところですけども、そのあたりを含め

まして、そういう観点から、これからの姫路

城のあり方について、どういうことを考えれ

ばいいのか、ちょっと示唆になるようなお話

があればお願いしたいと思います。 

○松坂浩史 きょうの読売新聞で文化庁移転

が、４回特集でこれから記事になるというこ

とで１回目が出てたんですけど、その中に姫

路城のことがちょっと出てまして、先ほど申

し上げた文化資源活用課の声として。 

これまでは、姫路城でコンサートをしよう

とする場合は、建造物の文化財管理の人の許

可を得る世界と、それから、イベントの許可

を得る、いわゆる芸術文化のほうの世界とを

両方別々にやっていたけれど、これからは一

体的にそれをワンストップでできるようにな

るんですと書いてありました。本当にそうか

なと思うんですけれど、そういうふうに新聞
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に書いてありましたので、そういうようなこ

とも含めて現場主義の行政を一応文化庁とし

てはこれから京都移転後は目指してますので、

そういうものが進むんじゃないかと思ってま

す。 

 私たちのほうで今、ユニークベニューとい

う、英語しかないので余りいい言葉がないん

ですけれども、文化資源の活用は決して観光

だけではないので、観光以外の活用の方法も

含めたガイドブックみたいなものはつくろう

と。これまでは、料理で言えば、完成された

料理の写真しか提供しなかったと思うんです、

よい事例というのは。 

 今回は、どういうふうに使う等、計画書の

書き方みたいなマニュアルをちょっとつくろ

うかなと思ってまして、例えば、今、我々、

二条城が近くにあって、いろいろお話をお伺

いするんですけども、まず何かやろうと思っ

たらば、文化財課はもちろんいろいろ文句を

言うし、それから警察が、人が集まるんだか

ら警備を対処しろとか、警備会社に頼めとか、

消防も火が出たらいけないので消防計画をつ

くれと、病人が出るかもしれないから救急計

画をつくれと、こういうものが必要になった

ならば、当然衛生環境もやれというようなこ

とで、一つクリアしようと思うと、ありとあ

らゆる、また新しい課題が全然予想もしなか

った部局から来ると。 

 これではなかなか活用が進まないんではな

いかというようなことで、文化財はこれまで

活用させないということを前提に仕事をして

きたので、活用させないんだから、そういう

ことは伝えない、教えない、使おうと思った

ら大変だよみたいなとこがあったんですけど、

使うんだったら、こういうふうに使ったらば

便利になりますよというか、使いやすいです

よというようなことをちょっとやってみよう

と思ってます。 

 当然、組織の中でいろいろ、そんなことま

でするのかという声がありますけれども、京

都で、ちょっと東京と離れていることもあり

ますので、この際そういうのをやってみて、

多言語化とユニークベニューと、それから、

新しいテクノロジーを使った文化財の楽しみ

方、この辺をやりたいなと思ってます。 

 例えば、私、きょう姫路城を見ましたけれ

ども、秋のお城は見られましたので紅葉は見

られましたけど、桜はどうなんだろうとか、

雪が降ってたらどうなんだろうとか、新緑は

どうなんだろうとか、夜はどうなんだろうと

か、朝はどうなんだろうとか、時間とか季節

を超えた、遠くから来る方はそんなに何回も

姫路に来られないので、そういう人に、姫路

城の魅力はきょうだけじゃないよと。きょう

１回見ただけじゃなくて、何回も来たくなる

ようなイメージを植えつけるようなこともで

きるんじゃないかなと思ってます。 

 昔は文化財を見るというのは、きれいな写

真を見せると写真で満足して来なくなるとい

う声があったんですけど、最近は逆でして、

頭の中にあるものの確認に来るんですよ、行

動パターンが。なので、外国の人の中に姫路

城のイメージを何層にも植えつけて、あれを

見たい、あれを見たいと思ってもらわないと、

なかなか人が来ないというようなことがあり

ますので、できるだけ露出をどんどんしてい

くような、10枚も写真を出すと出し過ぎなの

で、本当に奇跡の１枚と言われる１枚で売っ

ていくようなアプローチも、これから御提案

したいなと思ってます。 

 御質問と全然違うかもしれませんけど、今

思いました。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 今お考えになってることが、どういうもの

なのかということが非常によく皆さんおわか

りいただいたのではないかと思います。 

 それで、永田館長にもう一点お聞きしたい

んですけれども、これは先ほど基調講演の中

で見せていただいた龍野町等の、あるいは材

木町等の町家、まだ少しはやはり残っており

まして、それなりにいい雰囲気を醸し出して

る場所もまだあるんですね。 
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○永田 萠 はい。 

○田原直樹 そういったものも恐らく姫路城

の魅力の中に入れてもいいんだろうと思うの

ですけれども、その辺に対する何かお考え、

要するに姫路城の魅力をこれから向上させる

ための材料として、そういう御意見があれば

お伺いしたいと思うんですが、よろしくお願

いいたします。 

○永田 萠 わかりました。 

 やっぱり観光を考えるときに、滞在という

のはすごく重要な要素だと思うんですが、私、

朝10時に新幹線に乗って美術館に着こうとし

ますと、１本しか姫路にとまる新幹線がない

んです。私は自由席しか座らないんですが、

私以外ほとんどと言っていいぐらい朝早い新

幹線の自由席に座るのは観光客の人たちです。

でも、その人たちは物すごく身軽です。荷物

をほとんど持ってないんです。つまり、京都

に泊まっていて、１日観光で姫路に来る人た

ちです。現に姫路にとまりましたら、私を初

めほとんどの人がおりてしまいます。これは、

やっぱりちょっと残念です。 

 さっき松坂さんがおっしゃったみたいに、

朝の姫路城を見るなら、ぜひ夜のライトアッ

プした姫路城、その周辺の散策もしてほしい

となると、やっぱり宿泊することはすごく大

きな魅力だし要素だと思うのです。 

 もしも町家と呼ばれるような昔ながらの施

設に宿泊の機能を持たすことができるなら、

京都でも本当に、これは一般的になりすぎて、

やや問題が大きくなっておりますが、それで

も姫路の場合はまだ京都ほど逆にたくさんな

いところで管理もしやすいのではないかと想

像するのですが、昔の日本の暮らしを体験し

てもらうような宿泊、そういった今ある建物

の有効活用と言いますか、そういうことも考

えられるのではないかと。 

ともかく、もっと長く姫路にいてほしいで

す。私、２泊３泊されても姫路周辺の魅力は

まだまだ尽きないと思います。食べ物もおい

しいですしね。何とかやっぱり、もうちょっ

と、お城だけじゃないよという魅力を発信で

きる方法をちょっと知恵を絞る必要があるん

じゃないかなと。 

 二条城なんか大成功しましたね。もう入館

者数が画期的にふえましたもの、いろんな試

みが確実に形になってるように思いますので。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 二人の意見をお聞きして、石見市長にお伺

いしたいんですけれども、今後のまちづくり、

どうすればいいかということにかなり触発さ

れる部分があるのではないかと私思うのです

けれども、市長の抱負と言いますか、今後の

方向性について少し語っていただければと思

います。 

○石見利勝 私が市長に選んでいただいたと

きに、最初に立てた理念と言いますか、共生

という言葉を使いました。それは歴史との共

生ということで、御先祖が残してくれたもの

をとことん使わせていただいて、その恩返し

に、それを大事に残して次の世代に伝えてい

く。未来との共生も、結局そういうことでは、

来るべき市民の皆さんにこのすばらしい資源

を残し、21世紀の我々の工夫を加えて、次に

伝えていくということを考えておったんです

が、今の市民にとってというところが今この

テーマだと思うんです。要するに、お城をい

かに活用していくかという話です。 

 １つは、お城があるからという、姫路のお

城がある有利さをどういうふうに使っていく

か。例えば、駅前にせせらぎを通しまして、

あそこの庭をキャッスルガーデンという名前

をつけました。というのは、あそこまでお城

があったんだよということを来られた方に知

っていただく。 

それから、展望台をつくってキャッスルビ

ューという名前をつけました。これも姫路市

民が外国や東京へ行くときに、あそこからお

城に、「行ってきます」と。帰ってきたとき

は、あそこからお城に、「ただいま」。観光

客は、「よろしく」とお城に挨拶し、「お世

話になりました」と帰っていただくという意
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味で、あれは姫路でないとつけられない名前

だという姫路の有利さを。 

それから、この間、お城将棋もやりました

けど、将棋というと天童とか加古川のほうが

よほど強い方もおられるし、よくやっておら

れるんですけども、お城将棋だけは見ばえが

大事で、お城がバックにあるからできたと思

っております。 

また、これから、お城百景とかいうような

もので、いろんなところから写真できれいで

見ばえがするようなところをもっと掘り起こ

して、町中のいろんなところを回っていただ

くというような、お城にちなんだ、お城があ

るからの有利さと。 

もう一つは、お城そのものを活用してしま

う。要するに、借景であるとか、その街であ

るとか、背景に使うとか。最近よくお城のそ

ばでコンサートをやっていただいてますけど、

コンサートとか、何よりも最初に申し上げま

したオープンカフェ、オープンレストラン、

お城を見ながらみんなで食事をしたり、散歩

をしたり、そういう毎日の生活の中にお城を

取り込んでいただくと。 

その取り込み方が、姫路はまだちょっと足

らんなと思うのは、京都です。京都へ春に行

くと、夏の京都を知らんやろ、すばらしいん

やで。夏に行くと、あんたら冬の京都を知っ

てるのかと、京都はええと。ほんで冬の京都

はまた静かで何とも言えん、いいんですよ。 

そういう意味で、姫路へ来た方に、桜もえ

えけど、余りええと言えるかな、夏のお城も

見なあかんでとか、四季のものを売っていく

とか、市民の皆さん自体がお城を活用して生

活の中に取り込んで、そして、町を設計した

り、庭を設計したり、住宅を設計するときに、

ここからお城がどう見えるかというあたりも

借景として活用すると。そういうふうな毎日

の営みの中にお城を活用していくような仕組

みの中でお城の大事さが出てきて、もっとお

城を大事にしようやないかという機運が出て

くる。 

そういうことでは、もうお城のああいう庭

でごみを捨てるなんてことはとんでもないと、

市民であればできない。京都はそうでしょう。

町に行ってもごみなんか落ちてないですよ。

観光客がぽいっとごみを捨てても、市民が拾

いますからね。あれぐらい、やっぱり我々も

京都を見習わんといかん。 

よく姫路らしさとか何とからしさと言われ

ますけど、らしさが必ずしもいいとは限らな

いんですよ。姫路らしさ、ごみがいっぱい落

ちてるのも姫路らしさですからね。だから、

らしさというのもちょっと考えて、ええ点は

ええけども、やっぱり船場なんて本当に姫路

らしいと思うのですよ、ごみだらけで。こう

いう姫路らしさはなるべくなくしていくとい

うことで、頑張りたいと思っております。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 本当に時間が短くて、あっと言う間に本来

終わるべき時間が近づいていて、いつもこん

なことをしゃべってる場合じゃないと思いな

がら、いつもこういうコメントをやってるん

ですが、どうも今までのお話を聞いておりま

すと、多分に私の主観も入るかもしれません

けれども、共通する認識があるような気がい

たします。 

 姫路城は本当にすばらしい資産ですけれど

も、そのことに疑いはないんですが、どうも

姫路城自体がすばらし過ぎるからと言えるか

もしれないんですけども、どうも一点豪華主

義的になりやすい恐れがあるということでは

ないかと思います。 

そのために、どうも３人が少し問題提起し

ておられるのは、城の楽しみ方でしょうね。

新しい楽しみ方、もちろん古いものも含めて

新しいと言っているんですけれども、それを

いかに充実させていくか。ということは、城

だけの問題じゃないんですね。周辺も含めま

して、そこにいる人間も含めまして、そうい

う話だろうと思います。そういう楽しめる場

をつくることも含めて考えていかなければい

けないということは、当たり前のことですけ
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ども、非常にこういうふうに多面的な意見と

して頂戴しますと、非常に腑に落ちるところ

があるのではないかと思います。 

最後に、姫路の「姫路城を活かしたまちづ

くり」の締めとして、永田館長と松坂事務局

長には、姫路のまちづくりへの期待を簡潔に

お願いするといたしまして、市長さんには、

それを受けまして、今後何をやっていこうと

いうことが、もし明快に言えるようなことが

あるようでしたら、それについて少し語って

いただけたらと思います。 

では、永田館長からお願いできますでしょ

うか。よろしくお願いいたします。 

○永田 萠 私は、先ほど、松坂さんがちょ

っとおっしゃったユニークベニューがやっぱ

りキーワードだと思っています。 

 つまり、文化財を活用しながら、文化財を

一番身近に守らなければいけない市民の方々

が文化財で楽しむという。美術館もその一部

ですので、もっともっと、まだまだ魅力が掘

り起こせるはずと思っておりますので、美術

館は特に前庭を有効活用しながら、ユニーク

ベニューの素敵なメニューをつくっていきた

いなと考えております。 

○田原直樹 ありがとうございます。 

 続きまして、松坂事務局長、お願いします。 

○松坂浩史 先ほど二条城の話があって、夏

に朝がゆをやってるんです。朝５時とか６時

ぐらいから二条城の中で朝がゆが食べられる、

これもユニークベニューなんです。たしか

4,000円ぐらいするのですけれども、平日の朝、

二条城で朝がゆを食べるのです。 

 観光客が多いかと思いきや、京都市民の申

し込みが多いんです、出勤の前に。チケット

がとれないんです。 

この間、週末ちょっと市内を回ってたんで

すけど、市役所の人とかにも普通のお寺で結

構会うんです。きょう、お茶会があるから来

たんだとか、きょうは梅酒祭りをやってるか

ら来たんだとかと言って、市民自体が市のい

ろんな文化財を楽しんでる姿は、東京もそん

なことはないので余り偉そうなこと言えませ

んけど、やっぱり私たちも京都を勉強して全

国に展開できればいいなと思っています。 

 姫路城は、私のイメージだと、恐らくフラ

ンスのベルサイユ宮殿のような、世界で幾つ

かお城を上げろと言ったときには出てくるお

城で間違いないと思いますので、ベルサイユ

宮殿には宿泊もできるし、最近レストランも

できましたし、そういうような形での、これ

はユニークベニューと言っていいのかどうか

わかりませんけど、もっと楽しむ側面を切り

取っていけばおもしろいことがきっとできる

と思いますので、世界の人たちが「姫路、姫

路」と言う日を待っていたいなと思います。 

○田原直樹 ありがとうございました。 

 では、石見市長、お願いいたします。 

○石見利勝 姫路城、本当に御先祖がこんな

すごいものを残してくれたということ。ただ

この姫路城は奇跡的なお城でして、連合軍の

空爆にも生き残ったということでは、これを

本当に大事にしていくことが我々の責任とし

てあると思います。 

 今、姫路市は播磨８市８町と連携して連携

中枢都市圏ということで、播磨を今売り出し

にかかってます。播磨は非常に歴史がありま

して、本当に奈良王朝ができる前から人が住

んで、いろんなことをやってたわけです。そ

ういう歴史文化を大事にし、みんなで播磨を

発信するためには、まず姫路城というマグネ

ットをさらに強力なマグネットにしていって、

これにどんどん人を引きつける力をつけよう

ということで考えておりまして、その一つは、

ツインキャッスルとか姉妹城ということで、

フランスのシャンティイ城という物すごい美

しいお城があります。 

 それから、ドイツのノイシュヴァンシュタ

イン城。これ今世界で一番美しいと言われて

ますが、３年前から姫路城と姉妹城で。ノイ

シュヴァンシュタイン城は、お客はいっぱい

来るんだと。ただ、姫路城のような世界遺産

のステータスが欲しい、だから仲よくしよう
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と。こういうことで言ってこられたんで、よ

っしゃ、仲よくしようやないかと。あんたと

こ200年の歴史しかないやろう、うちは400年

やと言って威張ってたら、そしたら、今度イ

ギリスのウエールズからツインキャッスルや

ろうと。やりましょうと、この７月に行って

きたんです。 

これがウエールズのコンウィ城、うちはロ

ーマ軍と戦ったことがある。800年と言う。ち

ょっと待ってくれと、えらい調子悪いとこへ

来たなと思うけど、「姫路キャッスル・イ

ズ・ベリー・ニュー」と言いながらつき合っ

ておりますけれど、こういう形で世界に今打

ち出しつつあります。 

もう一つは、やはりお城を楽しむ環境、仕

組みです。まさに、もう七、八年前から、あ

の美術館の中庭を使って、オープンカフェで、

お城を見ながらゆっくりと皆さんがコーヒー

を飲んだり、アイスクリームを食べたり、楽

しんでいただけてる。 

これ、きょう松坂事務局長が来られたんで、

私喜んでるんですが、毎回文化庁にペケ食ら

ってるんですよ、もう８年ぐらいになります

よ。毎年行って、オープンカフェを何とかあ

そこにということで。でも、これで一気に追

い風が吹きますんで、近いうちにいけるん違

うかと思い始めました。そういうことで、美

術館とか、ああいうお城をみんなで楽しむ環

境とか仕組みができてくるということでは、

これからもっと力を入れていかんといかんと。 

もう一つは、物語です。先ほども目に見えな

いものに価値があるという話をしましたけど

も、播磨にはすばらしい物語がいっぱいある

んですよ。聞くと、本当に心温まる。 

生野に銀山があって銀が採れまして、日本

で最初の高速道路は銀の馬車道、生野から姫

路の飾磨港まで、高速道路第１号です。これ

をつくったのがシスレーという技術者で、こ

の技術者が生野のバラをフランスのリヨンに

送りまして、リヨンでお父さんの仲間の造園

家がすばらしいバラに仕立て上げて、そして、

東北の大震災を応援しようということで、こ

のバラに「絆“KIZUNA”」という名前をつけ

て東北に送ったんです。 

その送るときに、こっちも聞きつけて、ち

ょっと待ってくれと。東北に行くのは本来の

仕事やろうけど、ついでに姫路にも里帰りさ

せてくれということで、このシスレーのバラ

が今、里帰りしておりまして、先ほど申し上

げましたキャッスルガーデンにシスレーのバ

ラという名前で植えておりまして、きれいな

花が咲いてます。 

このシスレーは、皆さんがお好きな絵描きさ

んのシスレーの一族でして、そういう心温ま

る物語がいろいろあるんですよ。 

頼山陽が海辺を歩いてて、きれい景色を見

て、あれ、これ赤壁やないかと言ってくれた

んで、小赤壁というのがあるんです。 

そういう歴史にまつわる物語をどんどん掘

り起こして、市民の皆さんが語り部になって

いただいて、京都と一緒ですね。京都に行く

と、そうでしょう。皆さんが、どこから来た。

今度、どこへ行く。金閣寺か、仁和寺も近い

で、みんなおっしゃるでしょう。あの京都市

民のあのおもてなしの精神を姫路でも頑張り

たい。どうぞよろしくお願いいたします。 

○田原直樹 どうもありがとうございました。 

 今の３人の御意見が、ほぼ、きょうの結論

ということになるわけですけれども、最後に

２分ほどお時間をいただいて、ちょっと振り

返りだけやって締めたいと思います。 

 まず永田館長のきょうのお話ですけれども、

基調講演の分まで含めてお聞きしております

と、私の耳にとても強く残ったのがありまし

て、１つは、やはり幼い時期を過ごした体験

が精神形成にとても重要であるというお話だ

ったと思います。子供たちにとっての価値と

いうのが非常に記憶に残りました。 

 実は、そのあたりは、現実の、例えば、観

光とかの側面を考えたときには、何かちょっ

と忘れ去られてるものだなと、ちょっと感じ

たところです。 



－27－ 

 もう一つは、既に存在するものに対する敬

意は、景観づくりの出発点であるというよう

な趣旨のことをおっしゃったんですけれども、

これはとても重要な認識ではないかと私は思

いました。 

次に、松坂事務局長のお話ですけれども、

やはり文化財行政が少しずつ変わってきてと

言いますか、文化財の活用に対するハードル

を下げる試みを今とてもされてることがわか

りまして、そのときの考え方が、文化財が人

に与えてくれる力を生かすということが非常

に大切に意識されてるということだと思いま

す。そのあたりが一つの背景になって、どう

いうまちづくりをしたらいいかということに

なるのではないかと思います。 

最終的に言いますと、石見市長のお話です

けれども、結局物語が必要であるということ

です。そのあたりは、松坂事務局長が、文化

財を、例えば、外国人の方が来られて、どう

いうふうに語ってもらうかと言っておられた

んですけど、まさにそういうことだろうと思

うんです。そのときにユニークベニューとい

うのも、つまり、ここにしかないようなもの

がとても重要だというのは、まさにそのとお

りだと思うのですけれど、さらに多様な魅力

をプロモーションするという、かなり明解な

戦術が必要だということを指摘しておられま

した。恐らく、石見市長は、そういうことを

今から姫路でやる。そういうお考えだと思っ

たところです。 

そういうことで、きょう、冒頭に申し上げ

ましたように、ここでなかなか結論が出るよ

うな話ではなく、ヒントを市民みんなで共有

して、持って帰っていただくということだと

思いますので、きょうの非常に短いシンポジ

ウムで、なかなか時間内に納めきれなかった

んですけれども、その点はおわびするといた

しまして、今申し上げましたことを、きょう

の成果として持って帰っていただければ、幸

いに存じます。 

それでは、３人のパネリストの方には、大

変つたない司会のもと、短い時間の中で、こ

ちらの指示どおりに語っていただきました。

どうもありがとうございました。 

盛大な拍手をお願いいたします。 

 それでは、これでパネルディスカッション

を閉じさせていただきます。御清聴ありがと

うございました。 

 

 

 


